
毎月１回、10日発行  昭和56年2月3日第3種郵便物認可1

The  Religion  News 発行所 宗教新聞 社
〒160─0022 東京都新宿区新宿5 ─13 ─2
電話  03 ─3353 ─2940（代）
FAX 03 ─5363 ─5182
郵便振替口座 00130 ─9 ─22704
ⓒ宗教新聞社  2026

１部　　  500 円
半年　　3,000 円（〒共）
年間　　6,000 円（〒共）https://www.religion-news.net

購読料
（税込）

令和8年（2026年）

No.832
2

令和8年（2026年）2月10日

試
技
に
先
立
っ
て
大
会
名

誉
会
長
の
杉
谷
門
跡
門
主

は
、
伝
統
の
大
的
全
国
大
会

が
今
年
で
76
回
を
数
え
た
こ

と
を
喜
び
、
若
い
人
た
ち
が

精
進
を
重
ね
て
こ
の
矢
場
に

立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

を
祝
し
、
感
謝
の
想
い
で
臨

ん
で
欲
し
い
と
挨
拶
し
た
。

そ
し
て
大
会
の
無
事
を
願
っ

て
杉
谷
門
跡
門
主
以
下
僧
侶

に
よ
っ
て
加
持
が
厳
修
さ

れ
、
矢
渡
（
や
わ
た
し
）
の

儀
が
、
京
都
府
弓
道
連
盟
の

千
田
寿
男
会
長
に
よ
っ
て
執

り
行
わ
れ
た
。

試
技
が
始
ま
る
と
振
り
袖
、

袴
姿
の
新
成
人
た
ち
８
人
ず

つ
が
、
南
北
に
長
い
三
十
三

間
堂
に
平
行
し
て
設
け
ら
れ

た
矢
場
の
畳
に
上
り
、
横
一

列
に
並
ん
だ
。
矢
を
つ
が
え

て
的
を
見
据
え
息
を
整
え
、

右
手
を
振
り
か
ぶ
っ
て
静
か

に
弓
弦
を
引
き
絞
っ
た
。
的

を
見
定
め
た
後
、
矢
の
先
を

わ
ず
か
に
上
げ
て
的
の
少
し

上
に
狙
い
を
定
め
て
射
る
と
、

矢
は
底
冷
の
京
都
の
冷
気
を

裂
い
て
次
々
に
的
に
向
か
っ

た
。そ
の
距
離
60
メ
ー
ト
ル
、

緩
い
放
物
線
を
描
い
て
矢
が

直
系
１
メ
ー
ト
ル
の
的
に
刺

さ
る
と
、「
ト
ン
ッ
」
と
い

う
音
が
矢
場
に
響
い
た
。
射

手
は
、
皆
の
幸
せ
と
自
分
の

願
い
と
を
込
め
な
が
ら
射
る

の
が
良
い
と
さ
れ
て
い
る
。

参
加
し
た
晴
れ
着
の
新
成

人
（
女
性
）
は
、「
大
人
と

な
っ
て
恥
ず
か
し
く
な
い
生

き
方
を
し
た
い
と
思
っ
て
、

弓
を
引
き
ま
し
た
」と
、清
々

し
く
語
っ
た
。

三
十
三
間
堂
は
天
台
宗
の

寺
院
で
、本
尊
は
千
手
観
音
。

堂
内
の
内
陣
に
あ
る
柱
間
が

33
あ
る
こ
と
か
ら
「
三
十
三

間
堂
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

も
と
も
と
は
後
白
河
上
皇
が

自
身
の
離
宮
内
に
創
建
し
よ

う
と
し
た
が
、
平
清
盛
が
協

力
を
申
し
出
て
寄
進
し
た
。

そ
の
後
、
大
火
で
焼
失
し
た

が
、
後
嵯
峨
上
皇
が
文
永
３

年
（
１
２
６
６
）、
三
十
三

間
堂
を
再
建
し
た
。

本
堂
の
内
部
は
板
敷
で
、

内
陣
に
は
本
尊
の
千
手
観
音

坐
像
（
鎌
倉
時
代
の
仏
師
湛

慶
作
）
が
安
置
さ
れ
、
左
右

に
10
段
の
階
段
状
の
長
大
な

仏
壇
が
設
け
ら
れ
、
千
手
観

音
立
像
５
０
０
躯
ず
つ
計
１

０
０
０
躯
が
左
右
に
安
置
さ

れ
て
い
て
、
他
に
本
尊
の
背

後
に
も
う
１
躯
あ
っ
て
、
合

計
で
１
０
０
１
躯
と
な
る
。

２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）、

45
年
に
わ
た
っ
た
千
手
観
音

立
像
全
て
の
修
復
が
完
了
し

た
。
本
尊
の
千
手
観
音
坐
像

を
は
じ
め
と
し
て
千
体
の
千

手
観
音
立
像
な
ど
堂
内
の
諸

仏
す
べ
て
が
国
宝
で
あ
る
。

三
十
三
間
堂
の
通
し
矢
は

も
と
も
と
は
、
長
さ
約
１
２

１
メ
ー
ト
ル
あ
る
本
堂
西
側

の
軒
下
で
、
矢
を
南
か
ら
北

に
射
通
す
弓
術
の
競
技
だ
っ

た
。
平
安
後
期
の
保
元
年
間

（
１
１
５
６
〜
59
年
）
に
始

ま
り
、
江
戸
時
代
に
は
、
武

士
が
軒
下
で
夜
通
し
矢
を
射

て
通
す
こ
と
が
で
き
た
数
を

競
っ
た
。
縁
の
北
端
に
的
を

置
き
、
縁
の
南
端
か
ら
軒
天

井
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
矢

を
射
抜
い
て
、
そ
の
本
数
を

競
っ
た
。
一
昼
夜
で
の
通
し

矢
数
を
競
う
「
大
矢
数
」
の

記
録
達
成
者
は
「
天
下
一
」

と
称
さ
れ
た
た
め
、
各
藩
の

弓
術
家
が
腕
を
競
い
、
京
の

名
物
行
事
だ
っ
た
。

現
在
で
は
、
新
成
人
女
性

の
多
く
が
振
袖
袴
姿
で
行
射

す
る
。
な
お
、
60
メ
ー
ト
ル

は
弓
道
競
技
の
「
遠
的
」
の

射
程
で
あ
り
軒
高
に
よ
る
制

限
が
な
い
た
め
、
江
戸
時
代

の
通
し
矢
の
風
景
と
全
て
が

同
じ
で
は
な
い
が
、
今
で
も

こ
の「
通
し
矢
」は
、弓
道
を

志
す
若
者
の
あ
こ
が
れ
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
無
い
。

１
月
18
日
早
朝
、
京
都
市
東
山
区
の
三
十
三
間
堂
（
妙
法
院
蓮
華
王
院
門
跡
本
堂
、
杉
谷
義
純
門
跡
門
主
）
で
、
成
人
式

に
ち
な
む
恒
例
の
「
通
し
矢
」
が
、
妙
法
院
と
京
都
府
弓
道
連
盟
の
共
催
に
よ
る
第
76
回
「
三
十
三
間
堂
大
的
（
お
お
ま
と
）

全
国
大
会
」
と
し
て
、
男
女
約
１
９
０
０
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
三
十
三
間
堂
で
は
江
戸
時
代
、
武
士
が
南
北
に
長

い
堂
内
の
軒
下
を
、
端
か
ら
端
ま
で
射
通
す
矢
の
数
を
競
っ
た
「
通
し
矢
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。

先
月
末
、
実
家

に
帰
省
し
た
。
一

人
暮
ら
し
を
す
る

高
齢
の
母
親
の
様

子
を
確
認
す
る
た

め
で
あ
る
。
身
体
面
に
は

さ
ほ
ど
問
題
は
な
い
母
だ

が
、
さ
す
が
に
日
常
生
活

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が

増
え
て
き
た
▼
多
く
の
日

本
人
に
と
っ
て
介
護
は
喫

緊
の
課
題
だ
。
例
え
ば
介

護
を
理
由
に
離
職
し
た
人

は
２
０
２
４
年
に
約
９
万

３
千
人（
厚
生
労
働
省「
雇

用
動
向
調
査
」）
で
あ
る
。

家
庭
で
の
介
護
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
、
遠
距
離
介
護
の

場
合
も
医
師
や
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー
な

ど
と
連
携
し
て
進
め
て
い

る
介
護
者
が
少
な
く
な
い

よ
う
だ
。
天
地
子
も
身
近

な
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
つ
つ
、
不
十
分
な
が
ら

今
後
の
こ
と
を
ケ
ア
マ
ネ

や
ヘ
ル
パ
ー
と
話
し
合
っ

て
い
る
▼
ま
た
、
介
護
で

は
本
人
の
自
分
ら
し
さ
を

尊
重
し
、
生
き
る
喜
び
を

感
じ
ら
れ
る
か
が
大
切
だ

と
聞
く
。
今
回
の
帰
省
で

は
、
さ
さ
や
か
だ
が
「
本

を
読
み
た
い
」
と
い
う
母

の
希
望
を
聞
い
て
、『
置
か

れ
た
場
所
で
咲
き
な
さ
い
』

（
渡
辺
和
子
著
）
を
思
い

つ
き
、
手
渡
し
た
▼
少
子

高
齢
化
が
進
む
中
で
介
護

の
体
制
づ
く
り
は
簡
単
で

は
な
い
。
天
地
子
と
し
て

は
、
家
族
の
絆
と
人
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
た
形

に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

新成人、伝統の「通し矢」
京
都
三
十
三
間
堂
で
大
的
全
国
大
会

的
に
狙
い
を
定
め
る
晴
れ
着
の

新
成
人
＝
１
月
18
日
、京
都
市

東
山
区
の
三
十
三
間
堂
で




